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『法
学
協
会
雑
誌
』
に
つ
い
て

『法
学
協
会
雑
誌
』
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
三
月
に
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
号
の
「
例
言
」
に
「
一
、
法
学
協
会

は
、
東
京
大
学
法
学
部
の
教
授
講
師
学
士
学
生
々
徒
、
其
他
、
大
学
に
縁
故
あ
る
法
学
篤
志
の
人
々
の
会
合
に
し
て
、
本
誌
は
主
と
し
て

此
等
諸
士
研
磨
の
成
果
、
及
景
況
を
記
す
る
も
の
な
り
。
尤
も
、
学
術
研
究
の
要
は
、
各
自
、
其
所
見
を
述
て
、
互
に
相
論
駁
し
、
苟
も

仮
借
す
る
所
な
き
に
あ
り
。
故
に
本
誌
に
載
す
る
所
の
論
議
も
亦
自
か
ら
彼
是
相
触
る
る
も
の
あ
る
べ
し
。
一
、
本
会
外
の
事
蹟
と
雖
ど

旧
中
国
律
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
か
ら
受
け
た
風
評
被
害
に
つ
い
て
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も
、
苟
も
法
学
に
関
し
て
裨
益
あ
る
も
の
は
、
務
め
て
之
を
掲
載
し
、
且
会
員
の
身
上
に
係
る
も
の
も
亦
之
を
叙
す
べ
し
。」（
片
仮
名
を

平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。
次
も
同
じ
。）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
号
の
「
本
会
紀
事
」
に
、「
法
学
協
会
発

会
紀
事
略
」
と
題
し
て
、「
本
会
は
、
始
め
東
京
大
学
法
律
研
究
会
と
称
し
、
東
京
大
学
の
設
立
に
か
か
る
も
の
な
り
し
が
、
雑
誌
発
兌

等
の
都
合
に
よ
り
、
更
に
之
を
私
立
と
な
し
、
法
学
協
会
と
改
称
せ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

岩
波
文
庫
版
『
法
窓
夜
話
』（
一
九
八
〇
年
）
の
注
に
「「
法
学
協
会
雑
誌
」
は
官
学
で
法
律
雑
誌
の
出
た
最
初
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
陳

重
（
穂
積
陳
重
を
指
す
。
佐
立
注
。）
と
彼
を
め
ぐ
る
法
科
大
学
学
生
に
よ
り
法
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。」（
三
八
七
頁
）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。『
穂
積
陳
重
遺
文
集
』
第
四
冊
（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
）
所
収
「
故
奥
田
義
人
博
士
追
懐
録
」
に
「
明
治
十
五

年
に
私
が
法
学
部
で
学
生
と
研
究
会
を
開
い
て
、
当
時
公
に
さ
れ
た
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
」
氏
の
民
法
草
案
を
基
礎
と
し
て
、
学
生
と
共
に

討
論
研
究
す
る
こ
と
を
始
め
た
。
然
る
に
此
級
（
奥
田
義
人
、
江
木
衷
が
属
す
る
級
。
明
治
十
四
年
に
第
二
年
級
で
あ
っ
た
か
ら
、
明
治

十
五
年
は
最
上
級
。
佐
立
注
。）
の
議
論
に
依
つ
て
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
」
氏
の
民
法
案
の
如
き
陳
腐
な
る
自
然
法
主
義
に
就
て
論
究
す
る

よ
り
は
、
一
の
学
会
を
起
し
て
大
い
に
法
律
学
の
振
興
を
計
る
方
が
宜
い
と
云
ふ
や
う
な
説
が
出
で
、
是
が
元
と
な
つ
て
今
の
法
学
協
会

な
る
も
の
が
起
つ
た
の
で
あ
る
。」（
一
六
四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二

｢西
人
の
目
に
映
ぜ
る
支
那
刑
法
」

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
十
六
巻
第
二
号
の
「
雑
録
」
に
、「
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ゥ
イ
ン

ド
ル
ハ
ル
ス
ト
氏
所
論
」
の
「
西
人
の
目
に
映
ぜ
る
支
那
刑
法
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「（
支
那
刑
法
の
）

内
容
は
泰
西
の
法
理
よ
り
之
を
見
る
時
は
、
極
め
て
残
酷
に
し
て
野
蛮
的
な
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
、
拷
問
は
証
憑
を
得
る
が
為
め
に
は
何

関
法
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人
に
て
も
之
を
行
ふ
こ
と
を
得
」、「
支
那
法
典
は
主
と
し
て
貴
族
を
保
護
し
、
平
民
に
関
し
て
は
野
蛮
的
に
残
虐
な
る
も
の
、
固
よ
り
泰

西
文
明
諸
国
立
法
の
参
考
と
し
て
一
顧
を
だ
に
値
す
る
に
足
る
も
の
な
き
な
り
」
等
、
旧
中
国
の
刑
法
で
あ
る
清
律
を
誹
謗
中
傷
す
る
文

が
含
ま
れ
て
い
る
。
訳
者
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

｢ス
ゥ
イ
ン
ド
ル
ハ
ル
ス
ト
」
の
綴
が
わ
か
ら
な
い
た
め
原
文
を
捜
す
こ
と
が
で
き
ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
高
名
な
国
際
法
学
者
で

関
西
大
学
法
学
部
教
授
の
西
平
等
博
士
が
、
貴
重
な
研
究
時
間
を
割
い
て
調
べ
て
下
さ
り
、「
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ゥ
イ
ン
ド
ル
ハ
ル
ス
ト
」

が
A
lbert
Sw
indlehurst
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
H
einO
nline
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、「
西
人
の
目

に
映
ぜ
る
支
那
刑
法
」
の
原
文
で
あ
る
T
he
Crim
inalCode
ofChina.T
he
Green
Bag.V
ol.IX
,N
o.7.July,1897.を
引
き
出

し
て
下
さ
っ
た
。
本
稿
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
全
く
西
教
授
の
御
好
意
の
お
か
げ
で
あ
る
。

A
lbert
Sw
indlehurst（
生
歿
年
不
詳
）
は
、
Y
ale
Law
Journal.V
ol.27,N
o.7.M
ay,1918.に
掲
載
さ
れ
て
い
る
H
indu

Law
and
its
Influence
と
い
う
彼
の
論
文
の
著
者
名
の
下
に
of
the
M
ontrealBar（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
市
法
曹
協
会
所
属
）
と
記

さ
れ
て
い
る
。
T
he
Green
Bag
は
、
V
ol.IX
の
表
紙
を
見
る
と
、
T
he
Boston
Book
Com
pany
の
発
行
、
A
n
Entertaining

M
agazine
for
Law
yers
と
記
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
V
ol.1.1889か
ら
V
ol.26.1914
ま
で
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。

三

The
Criminal
Code
of
China
の
訳
注

Sw
indlehurst
の
T
he
Crim
inalCode
ofChina
の
文
章
は
、
George
T
hom
as
Staunton
の
T
a
T
sing
Leu
Lee,1810
の

序
文
と
本
文
と
の
文
章
を
剽
窃
し
て
、
自
分
の
感
想
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
両
者
の
文
章
を
比
べ
て
見
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

旧
中
国
律
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
か
ら
受
け
た
風
評
被
害
に
つ
い
て
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し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
剽
窃
さ
れ
た
Staunton
の
文
章
と
Sw
indlehurst
自
身
の
文
章
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
Sw
indlehurst

の
T
he
Crim
inalCode
ofChina
を
和
訳
し
て
、
そ
の
内
容
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
、『
法
学
協
会
雑
誌
』
の
「
西
人
の
目
に

映
ぜ
る
支
那
刑
法
」
の
訳
文
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
だ
け
に
止
め
る
。
段
落
ご
と
に
区
切
っ
て
和
訳
す
る
。

(和
訳
）「
一
つ
の
国
民
の
刑
法
典
は
そ
の
国
民
の
文
明
の
真
の
水
準
を
示
す
も
の
と
な
る
、
と
は
至
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
清
律
例
、

即
ち
シ
ナ
の
法
典
は
、
こ
の
事
実
の
注
目
に
値
す
る
例
証
で
あ
る
。
そ
の
二
千
九
十
五
丁
（
原
文
。
2095
octavo
pages）
の
一
つ
一

つ
に
シ
ナ
の
人
民
の
特
異
な
性
格
と
才
能
と
の
刻
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。」

T
a-T
sing-Leu-Lee（
大
清
律
例
）
を
「
西
人
の
目
に
映
ぜ
る
支
那
刑
法
」（
以
下
、「
支
那
刑
法
」
と
略
称
す
る
。）
は
「
大
清
律

令
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
清
朝
に
は
「
大
清
令
」
は
存
在
し
な
い
。「
律
例
」
の
「
例
」
は
律
文
に
附
さ
れ
た
「
条
例
」
で
あ
る
。「
律

令
」
が
「
律
例
」
の
誤
植
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
支
那
刑
法
」
の
訳
者
は
清
朝
の
刑
法
に
つ
い
て
は
素
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(和
訳
）「
シ
ナ
人
は
常
に
彼
ら
の
法
典
に
つ
い
て
誇
り
を
持
っ
て
語
る
。
し
か
し
、
そ
の
規
定
の
大
部
分
は
、
西
洋
の
観
点
か
ら
見
れ

ば
、
極
度
に
残
酷
で
野
蛮
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
証
拠
を
得
る
た
め
に
拷
問
が
自
由
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ど
の
人
も
、

彼
が
有
罪
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
る
ま
で
は
、
無
罪
と
推
定
さ
れ
、
か
つ
、
誰
も
自
分
自
身
に
罪
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
、
と

い
う
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
正
義
の
こ
れ
ら
の
す
ば
ら
し
い
原
理
を
、
我
々
は
シ
ナ
の
法
典
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

T
orture
is
freely
m
ade
use
of
to
obtain
evidence,と
あ
る
が
、
旧
中
国
で
は
拷
問
は
法
定
の
器
具
を
用
い
て
、
法
定
の
手
続

に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
決
し
て
freely
に
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。「
支
那
刑
法
」
は
freely

関
法
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を
「
何
人
に
て
も
」
と
誤
訳
し
て
い
る
。

確
か
に
、
旧
中
国
の
裁
判
官
は
、
有
罪
が
確
定
す
る
ま
で
被
告
人
を
無
罪
と
推
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
重
罪
案
件
で
明
白
な
証
拠
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
罪
を
認
め
な
い
被
告
人
を
自
白
さ
せ
る
た
め
に
拷
問
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
判
決
を
下
す
に
当

た
っ
て
は
、『
書
経
』
大
禹
謨
の
「
罪
、
疑
わ
し
き
は
惟こ

れ
軽
く
す
。（
罪
の
有
無
軽
重
が
疑
わ
し
い
と
き
は
、
軽
い
方
を
選
ぶ
。）」、「
其

の
、
不
辜
を
殺
す
よ
り
は
、
寧む

し

ろ
不
経
に
失
す
。（
罪
の
無
い
人
を
死
刑
に
処
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
尋
常
で
は
な
い
大
罪
を
犯
し
た
者

の
刑
を
軽
く
す
る
方
を
選
ぶ
。）」
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(和
訳
）「
す
べ
て
の
真
の
正
義
が
基
礎
と
す
る
、
平
等
と
自
由
と
の
精
神
の
発
展
は
、
特
権
階
級
と
非
特
権
階
級
と
へ
の
人
民
の
分
裂

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
官
僚
と
高
位
者
と
に
向
か
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
敬
意
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
。」

旧
中
国
で
は
、
科
挙
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
民
が
官
僚
に
な
り
、
さ
ら
に
高
位
高
官
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、

特
権
階
級
と
非
特
権
階
級
と
の
分
裂
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

(和
訳
）「
我
々
の
文
明
に
と
っ
て
厭
わ
し
い
大
変
多
く
の
事
柄
の
中
で
、
子
と
し
て
の
義
務
と
尊
敬
と
の
強
制
、
そ
し
て
、
老
人
に
示

さ
れ
る
敬
意
と
思
い
や
り
と
は
、
最
大
の
賞
賛
に
値
す
る
。」

A
m
idst
so
m
uch
that
is
repugnant
to
our
civilization,を
「
支
那
刑
法
」
は
「
泰
西
文
化
に
反
す
る
は
法
典
全
躰
を
通
じ
て

然
る
が
、」
と
訳
し
て
い
る
。
原
文
に
「
法
典
全
体
を
通
じ
て
」
と
訳
す
べ
き
文
言
は
な
い
。

旧
中
国
律
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
か
ら
受
け
た
風
評
被
害
に
つ
い
て
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(和
訳
）「
最
初
の
整
っ
た
シ
ナ
の
刑
法
典
、
李
悝カ

イ

の
法
経
は
、
秦
朝
の
下
で
施
行
さ
れ
た
。
秦
朝
は
紀
元
前
二
四
九
年
に
シ
ナ
の
王
位

を
継
い
だ
（
紀
元
前
二
四
九
年
は
荘
襄
王
の
第
一
年
。
後
に
始
皇
帝
と
な
っ
た
秦
王
政
が
即
位
し
た
紀
元
前
二
四
六
年
の
誤
り
か
。）。
そ

し
て
、
刑
法
典
の
拡
大
と
変
化
と
が
、
漢
、
魏
、
晋
、
斉
、
隋
、
唐
、
宋
、
元
、
そ
し
て
明
の
諸
王
朝
の
下
で
起
こ
っ
た
。
最
後
に
、
一

六
四
七
年
、
タ
ル
タ
ル
人
の
王
朝
で
あ
り
、
現
王
朝
で
あ
る
清
朝
の
初
代
皇
帝
、
順
治
帝
が
シ
ナ
帝
国
を
征
服
し
、
そ
し
て
、
現
在
遵
守

さ
れ
て
い
る
法
典
を
発
布
し
た
。」

こ
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
一
八
九
七
年
当
時
に
施
行
さ
れ
て
い
た
清
朝
の
刑
法
典
は
、
順
治
帝
が
発
布
し
た
律
で
は
な
く
、
乾
隆
帝
が

発
布
し
た
律
で
あ
る
。

(和
訳
）「
各
皇
帝
は
、
即
位
の
際
、
即
位
詔
を
布
告
し
て
、
彼
の
治
世
の
間
に
実
施
さ
れ
る
、
法
典
に
対
す
る
改
正
を
述
べ
る
。
こ
の

慣
習
は
、
名
誉
法
（
原
文
。
Jus
H
onorarium
）
に
関
し
て
、
ロ
ー
マ
の
法
務
官
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
慣
習
と
著
し
く
類
似
し
て
い

る
。」律

の
規
定
を
補
正
す
る
詔
勅
は
、
即
位
の
際
に
限
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
下
さ
れ
る
。

(和
訳
）「
現
王
朝
に
よ
っ
て
布
告
さ
れ
た
、
最
も
早
い
勅
令
か
ら
、
我
々
は
次
の
よ
う
に
判
断
す
る
。
刑
法
の
不
動
の
法
典
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
も
く
ろ
む
主
た
る
目
的
は
、
帝
国
全
土
で
刑
罰
の
画
一
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
暴
行
と
傷
害
と
を
防
止

す
る
こ
と
、
過
度
の
欲
望
を
抑
制
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
正
直
で
害
が
無
い
社
会
の
平
和
と
安
定
と
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。」

the
earliest
of
the
edicts
issued
by
the
present
dynasty
が
ど
の
詔
勅
を
指
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
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段
の
説
明
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
。

(和
訳
）「
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
法
典
は
、
大
変
多
く
の
数
学
の
問
題
の
よ
う
な
複
雑
さ
を
持
つ
条
文
と
表
と
を
含
ん

で
い
る
。
犯
罪
の
性
質
と
程
度
、
そ
し
て
、
事
件
の
個
々
の
状
況
だ
け
で
は
な
く
、
犯
罪
者
の
社
会
階
級
、
年
齢
、
そ
し
て
、
身
体
の
状

態
を
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。」

律
の
条
文
と
表
と
が
m
athem
atical
problem
s
の
よ
う
に
複
雑
で
あ
る
、
と
言
う
の
は
大
げ
さ
で
あ
る
。

(和
訳
）「
法
律
の
厳
格
さ
は
、
常
に
、
八
種
類
の
特
権
階
級
の
た
め
に
ゆ
る
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
の
血
族
と
姻
族
と
の
特
権
、

長
く
皇
帝
に
奉
仕
し
た
者
の
特
権
、
は
な
ば
な
し
い
活
躍
を
し
た
者
の
特
権
、
並
は
ず
れ
た
知
恵
を
持
つ
者
の
特
権
、
偉
大
な
才
能
を
持

つ
者
の
特
権
、
熱
意
を
持
っ
て
勤
勉
に
職
務
を
遂
行
し
た
者
の
特
権
、
高
貴
な
者
の
特
権
、（
前
王
朝
の
皇
帝
の
）
子
孫
の
特
権
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
八
つ
の
特
権
階
級
の
一
つ
に
属
し
て
い
る
ど
の
人
の
父
母
、
父
方
の
祖
父
母
、
妻
、
息
子
、
男
孫
も
ま
た
特
権
を
持
つ
。」

こ
の
段
は
「
八
議
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
乾
隆
律
の
名
例
律
、
八
議
条
に
「
一
曰
、
議
親
。
二
曰
、
議
故
。
三
曰
、
議
功
。
四

曰
、
議
賢
。
五
曰
、
議
能
。
六
曰
、
議
勤
。
七
曰
、
議
貴
。
八
曰
、
議
賓
。」
と
あ
り
、
同
じ
く
応
議
者
犯
罪
条
に
「
八
議
の
者
、
罪
を

犯
さ
ば
、
実
封
し
て
奏
聞
し
て
旨
を
取
る
。
擅
自

ほ
し
い
ま
まに

勾
問
す
る
を
許
さ
ず
。
も
し
旨
を
奉
じ
て
推
問
す
る
者
は
、
犯
す
と
こ
ろ
及
び
応
に

議
す
べ
き
の
状
を
開
具
し
て
、
先
に
奏
し
て
議
を
請
い
、
議
、
定
ま
り
て
奏
聞
し
、
上
裁
を
取
る
。
其
の
、
十
悪
を
犯
す
者
は
、
此
の
律

を
用
い
ず
。」
と
定
め
ら
れ
、
同
じ
く
応
議
者
之
父
祖
有
犯
条
に
「
応
に
八
議
た
る
べ
き
者
の
祖
父
母
・
父
母
・
妻
及
び
子
孫
、
罪
を
犯

さ
ば
、
実
封
し
て
奏
聞
し
て
旨
を
取
る
。
擅
自
に
勾
問
す
る
を
許
さ
ず
。
も
し
旨
を
奉
じ
て
推
問
す
る
者
は
、
犯
す
と
こ
ろ
及
び
応
に
議

旧
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す
べ
き
の
状
を
開
具
し
て
、
先
に
奏
し
て
議
を
請
い
、
議
、
定
ま
り
て
奏
聞
し
、
上
裁
を
取
る
。（
中
略
）
其
の
、
十
悪
・
反
逆
縁
坐
、

及
び
姦
・
盗
・
殺
人
・
受
財
枉
法
を
犯
す
者
は
、
此
の
律
を
用
い
ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

八
議
に
該
当
す
る
者
及
び
そ
の
家
族
の
特
権
と
は
、
そ
の
者
が
罪
を
犯
し
た
と
き
、
取
調
べ
を
行
う
か
ど
う
か
、
取
調
べ
を
行
っ
て
罪

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
法
律
通
り
の
刑
に
処
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
皇
帝
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
八

議
に
該
当
す
る
者
は
、
拷
問
を
受
け
な
い
（
乾
隆
律
の
応
議
者
犯
罪
条
に
附
さ
れ
た
条
例
）。

(和
訳
）「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
刑
は
、
金
銭
賠
償
の
支
払
い
と
交
換
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
法
律
は
、
一
つ
の
目
や
一
本

の
手
足
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
不
具
に
な
っ
た
犯
罪
者
や
、
老
病
衰
弱
者
の
単
独
の
扶
養
者
で
あ
る
犯
罪
者
、
そ
し
て
、
七
十
歳
を
越
え

る
者
や
十
五
歳
以
下
の
者
に
対
し
て
、
寛
大
な
処
分
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
る
。」

乾
隆
律
の
名
例
律
、
五
刑
条
に
附
さ
れ
た
条
例
に
「
律
例
、
納
贖
を
准ゆ

る

し
、
納
贖
を
准
さ
ず
と
開
明
す
る
者
は
、
仍
お
旧
に
照
ら
し
て

遵
行
す
る
外
、
其
の
律
例
の
内
、
未
だ
開
載
を
経
ざ
る
者
は
、
問
刑
官
、
臨
時
に
情
罪
を
詳
審
し
、
応
に
納
贖
を
准
す
べ
き
者
は
、
其
の

納
贖
を
聴ゆ

る

す
。
応
に
納
贖
を
准
す
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
律
に
照
ら
し
て
的
決
発
落
す
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
老
小
廃
疾
収
贖

条
に
「
年
七
十
以
上
、
十
五
以
下
、
及
び
廃
疾
（
小
注
。
一
目
を
瞎
し
、
一
肢
を
折
る
の
類
。）、
流
罪
以
下
を
犯
す
は
、
収
贖
す
。」
と

定
め
ら
れ
、
同
じ
く
犯
罪
存
留
養
親
条
に
「
死
罪
を
犯
し
、
常
赦
の
原ゆ

る

さ
ざ
る
者
に
非
ず
し
て
、
祖
父
母
父
母
、
老
疾
に
て
応
に
侍
す
べ

き
に
、
家
に
以
次
の
成
丁
無
き
者
は
、
犯
す
と
こ
ろ
の
罪
名
を
開
具
し
て
、
奏
聞
し
て
上
裁
を
取
る
。
も
し
徒
流
を
犯
す
者
は
、
杖
一
百

に
止
め
、
餘
罪
は
収
贖
し
て
、
存
留
し
て
養
親
せ
し
む
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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(和
訳
）「
時
宜
を
得
た
告
白
、
盗
品
の
返
還
、
ま
た
は
、
共
犯
者
を
司
法
に
委
ね
る
た
め
の
助
力
は
、
常
に
犯
罪
者
に
刑
罰
の
軽
減
、

そ
し
て
多
く
の
場
合
、
刑
罰
の
全
免
を
も
た
ら
す
。」

乾
隆
律
の
名
例
律
、
犯
罪
自
首
条
に
「
罪
を
犯
し
て
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
は
其
の
罪
を
免
ず
。
猶
お
正
贓
を
徴
す
。（
中
略
）

も
し
強
窃
盗
詐
欺
し
て
人
の
財
物
を
取
り
、
し
か
し
て
事
主
の
処
に
於
い
て
首
服
し
、
及
び
人
の
枉
法
不
枉
法
の
贓
を
受
け
、
過
を
悔
い

て
回
付
し
て
主
に
還
す
者
は
、
官
司
を
経
て
自
首
す
る
と
同
じ
。
皆
、
罪
を
免
ず
る
を
得
。（
中
略
）
其
れ
強
窃
盗
、
も
し
能
く
同
伴
を

捕
獲
し
て
官
に
解お

く

る
者
は
、
亦
た
罪
を
免
ず
る
を
得
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
七
歳
未
満
の
子
供
と
九
十
歳
を
越
え
る
被
告
発
者
と
は
、
謀
反
罪
及
び
反
逆
罪
（
原
文
。
high
treason）
以
外
の
ど
の
罪

も
犯
す
能
力
が
無
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。」

乾
隆
律
の
名
例
律
、
老
小
廃
疾
収
贖
条
に
「
九
十
以
上
、
七
歳
以
下
は
、
死
罪
有
り
と
雖
も
刑
を
加
え
ず
。（
小
注
。
九
十
以
上
、
反

逆
を
犯
す
者
は
、
此
の
律
を
用
い
ず
。）
其
れ
人
有
り
て
教
令
せ
ば
、
其
の
教
令
す
る
者
を
坐
す
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
最
も
厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
犯
罪
は
、「
十
の
忌
ま
わ
し
い
も
の
」
と
し
て
知
ら
れ
る
犯
罪
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
謀
反
、
不

忠
、
脱
走
、
親
殺
し
、
大
虐
殺
、
聖
所
侵
犯
、
不
孝
、
家
族
内
の
不
和
、
不
従
順
、
そ
し
て
近
親
相
姦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
、
そ

の
罪
が
死
刑
に
当
た
る
と
き
は
、
同
じ
行
為
を
す
る
こ
と
を
恐
れ
避
け
る
こ
と
を
人
民
に
学
ば
せ
る
目
的
で
、
特
権
の
恩
恵
や
大
赦
の
あ

ら
ゆ
る
効
果
か
ら
除
外
さ
れ
る
。」

こ
の
段
は
「
十
悪
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
乾
隆
律
の
名
例
律
、
十
悪
条
に
「
一
曰
、
謀
反
。
二
曰
、
謀
大
逆
。
三
曰
、
謀
叛
。
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四
曰
、
悪
逆
。
五
曰
、
不
道
。
六
曰
、
大
不
敬
。
七
曰
、
不
孝
。
八
曰
、
不
睦
。
九
曰
、
不
義
。
十
曰
、
内
乱
。」
と
定
め
ら
れ
、
同
じ

く
応
議
者
犯
罪
条
に
「
其
の
、
十
悪
を
犯
す
者
は
、
此
の
律
を
用
い
ず
。」、
応
議
者
之
父
祖
有
犯
条
に
「
其
の
、
十
悪
（
中
略
）
を
犯
す

者
は
、
此
の
律
を
用
い
ず
。」、
常
赦
所
不
原
条
に
「
十
悪
（
中
略
）
を
犯
さ
ば
、
赦
に
会
う
と
雖
も
、
并
び
に
原
宥
せ
ず
。」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
反
逆
罪
（
原
文
。
H
igh
treason）
は
、
法
典
に
よ
っ
て
、「
地
上
の
事
物
の
神
聖
な
秩
序
を
破
る
た
め
の
、
口
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
暴
行
と
攻
撃
」（
律
の
中
に
こ
の
よ
う
な
文
言
は
な
い
。
佐
立
注
。）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
犯
罪
は
、
確
立
し
た
政

府
を
く
つ
が
え
す
た
め
、
君
主
の
身
体
、
君
主
が
住
む
宮
殿
、
君
主
の
家
族
が
祭
ら
れ
て
い
る
神
殿
、
君
主
の
先
祖
の
遺
体
が
置
か
れ
て

い
る
墓
を
破
壊
し
、
損
傷
す
る
た
め
の
ど
の
よ
う
な
攻
撃
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
る
。
反
逆
罪
の
犯
人
に
科
さ
れ
る
刑
罰
は
極
度
に
野
蛮
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
行
為
の
反
逆
罪
で
あ
っ
て
も
、
主
犯
も
し
く
は
従
犯
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
者
は
、
緩
慢
で
苦
痛
に
満
ち

た
死
刑
執
行
に
よ
る
死
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、
十
六
歳
以
上
の
一
親
等
の
す
べ
て
の
男
性
は
、
住
ん
で
い
る
場
所
に
関
係
な
く
、
無
差
別

に
斬
首
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
男
の
子
は
、
も
し
、
犯
罪
の
遂
行
に
つ
い
て
全
く
潔
白
で
あ
り
、
全
く
知
ら
な
い
と
証
明
さ
れ
た
な
ら
ば
、

生
き
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
宮
殿
の
外
の
建
物
で
公
共
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
宦
官
に
さ
れ
る
。
一
親
等
の
女
性

は
、
国
家
の
高
級
官
僚
の
た
め
の
奴
隷
と
し
て
配
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
反
逆
罪
の
犯
人
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
財
産
は
、
政
府
が

使
用
す
る
た
め
に
没
収
さ
れ
る
。」

こ
の
段
は
「
謀
反
」「
大
逆
」
の
罪
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
乾
隆
律
の
刑
律
、
賊
盗
、
謀
反
大
逆
条
に
「
謀
反
及
び
大
逆
は
、
但お

よ

そ
共
に
謀
る
者
は
、
首
徒
を
分
か
た
ず
、
皆
、
凌
遅
処
死
。
祖
父
・
父
・
子
孫
・
兄
弟
及
び
同
居
の
人
は
、
異
姓
を
分
か
た
ず
、
及
び
伯

関
法

第
七
四
巻
一
号

一
〇

(九
七
)



叔
父
・
兄
弟
の
子
は
、
籍
の
同
異
を
限
ら
ず
、
年
十
六
以
上
は
、
篤
疾
・
廃
疾
を
論
ぜ
ず
、
皆
、
斬
。
其
の
十
五
以
下
、
及
び
母
・
女
・

妻
妾
・
姉
妹
、
も
し
く
は
子
の
妻
妾
は
、
功
臣
の
家
に
給
付
し
て
奴
と
為
す
。
財
産
は
官
に
入
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
謀
反
大
逆

罪
に
縁
坐
し
た
十
五
歳
以
下
の
男
性
が
宦
官
に
さ
れ
る
と
い
う
規
定
は
、
律
に
も
条
例
に
も
存
在
し
な
い
。「
大
逆
」
は
、
謀
反
大
逆
条

の
小
注
に
「
宗
廟
・
山
陵
及
び
宮
闕
を
毀
つ
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
親
殺
し
は
、
反
逆
罪
よ
り
も
た
だ
一
段
階
だ
け
軽
い
罪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
極
悪
の
罪
と
し
て
処
刑
さ

れ
る
。
自
然
の
結
び
つ
き
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
侵
害
は
、
最
も
不
道
徳
な
堕
落
の
証
拠
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
ま
た
は
彼

女
の
父
母
や
祖
父
母
を
殺
す
こ
と
を
計
画
し
た
と
判
決
さ
れ
た
人
は
誰
で
も
、
一
撃
が
当
た
っ
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
斬
首
に
よ
る
死
を

受
け
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
も
し
殺
人
が
実
際
に
行
わ
れ
る
と
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
共
犯
者
は
、
主
犯
で
あ
ろ
う
と
従
犯
で
あ

ろ
う
と
、
も
し
死
者
と
上
述
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
な
ら
ば
、
緩
慢
で
苦
痛
に
満
ち
た
方
法
、
千
片
に
切
り
刻
ま
れ
る
と
い
う
方
法
に
よ

る
死
を
受
け
る
。
も
し
犯
人
が
獄
中
で
死
ぬ
と
、
同
じ
方
法
の
刑
を
彼
の
死
体
に
執
行
す
る
。」

乾
隆
律
の
刑
律
、
人
命
、
謀
殺
祖
父
母
父
母
条
に
「
祖
父
母
父
母
（
中
略
）
を
殺
さ
ん
と
謀
り
、
已
に
行
う
（
小
注
。
已
傷
未
傷
を
問

わ
ず
。）
者
は
、
皆
、
斬
。
已
に
殺
す
者
は
、
皆
、
凌
遅
処
死
。（
小
注
。
監
故
し
て
獄
に
在
る
者
（
獄
死
し
た
者
の
意
。
佐
立
注
。）
は
、

仍
お
其
の
屍
を
戮
す
。）」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
謀
殺
（
原
文
。
m
urder）
は
、
す
べ
て
の
場
合
、
斬
首
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
る
。
も
し
殺
人
が
、
魔
術
的
な
目
的
の
た
め

に
、
後
で
死
体
を
切
り
刻
み
、
そ
し
て
、
死
者
の
手
足
を
分
解
す
る
意
図
を
持
っ
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
犯
人
が
死
刑
に
さ
れ
る
の
み
な
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ら
ず
、
彼
の
家
の
す
べ
て
の
同
居
人
も
ま
た
、
そ
の
犯
罪
に
無
関
係
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
永
久
に
追
放
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
犯

罪
者
が
司
法
に
委
ね
ら
れ
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
た
人
は
、
政
府
か
ら
二
十
オ
ン
ス
（
一
オ
ン
ス
は
約
30
グ
ラ
ム
。）
の
銀
の
賞
金
を

受
け
取
る
。」

乾
隆
律
の
刑
律
、
人
命
、
謀
殺
人
条
に
「
謀
り
て
人
を
殺
さ
ば
、
造
意
す
る
者
は
斬
。
従
い
て
加
功
す
る
者
は
絞
。
加
功
せ
ざ
る
者
は

杖
一
百
・
流
三
千
里
。
殺
し
訖
わ
り
て
乃
ち
坐
す
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
採
生
折
割
人
条
に
「
採
生
し
て
人
を
折
割
す
る
者

（
小
注
。
已
に
殺
し
及
び
已
に
傷
つ
く
る
を
兼
ね
て
言
う
。）
は
凌
遅
処
死
。
財
産
は
死
者
の
家
に
断
付
す
。
妻
子
及
び
同
居
の
家
口
は
、

情
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
並
び
に
流
二
千
里
、
安
置
す
。（
中
略
）
告
獲
す
る
者
は
、
官
、
銀
二
十
両
（
一
両
は
約
37
グ
ラ
ム
。）
を
給
賞

す
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
殺
人
の
目
的
で
、
有
毒
の
動
物
を
飼
い
、
ま
た
は
、
毒
性
の
薬
を
調
合
す
る
す
べ
て
の
者
は
、
斬
首
さ
れ
る
。
彼
ら
の
財
産

は
没
収
さ
れ
、
家
族
は
追
放
さ
れ
る
。
た
と
え
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
実
際
に
は
誰
も
殺
さ
れ
な
く
と
も
、
そ
う
で
あ
る
。」

乾
隆
律
の
刑
律
、
人
命
、
造
畜
蠱
毒
殺
人
条
に
「
蠱
毒
の
、
以
て
人
を
殺
す
に
堪
う
る
を
造
畜
（
中
略
）
す
る
者
は
斬
。（
小
注
。
必

ず
し
も
用
い
て
以
て
人
を
殺
さ
ず
。）
造
畜
す
る
者
（
小
注
。
已
未
殺
人
を
問
わ
ず
。）
は
、
財
産
は
官
に
入
れ
、
妻
子
及
び
同
居
の
家
口

は
、
情
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
並
び
に
流
二
千
里
、
安
置
す
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
殺
人
の
目
的
で
、
有
毒
の
動
物
を
飼
い
、
蠱
毒
以

外
の
毒
薬
を
調
合
し
た
者
に
対
す
る
規
定
は
、
律
に
も
条
例
に
も
存
在
し
な
い
。

(和
訳
）「
罵
る
言
葉
の
使
用
は
、
と
り
わ
け
、
罵
ら
れ
る
人
が
罵
る
人
の
夫
や
祖
父
母
父
母
で
あ
る
と
き
は
、
大
変
厳
し
く
禁
圧
さ
れ
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る
。
法
典
は
「
侮
辱
的
で
無
礼
な
言
葉
は
、
口
論
や
け
ん
か
を
も
た
ら
す
傾
向
を
自
然
に
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
法
律
書
は
、
そ
の
防

止
と
処
罰
と
を
明
白
に
規
定
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。」

T
he
use
of
abusive
language
is
very
sternly
repressed,especially
if
the
offended
person
happens
to
be
the

husband
or
ancestor
of
the
offender.と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
子
孫
が
祖
父
母
父
母
（
ancestor）
を
罵
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
乾

隆
律
の
刑
律
、
罵
詈
、
罵
祖
父
母
父
母
条
に
「
祖
父
母
父
母
を
罵
る
（
中
略
）
者
は
、
並
び
に
絞
。
親
告
を
須ま

ち
て
乃
ち
坐
す
。」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
very
sternly
repressed
と
い
う
説
明
は
正
し
い
。
し
か
し
、
妻
が
夫
を
罵
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
律
に

も
条
例
に
も
規
定
が
な
い
。
な
ぜ
規
定
が
な
い
か
と
言
え
ば
、
同
じ
く
妻
妾
罵
夫
期
親
尊
長
条
の
小
注
に
「
律
に
、
妻
、
夫
を
罵
る
の
条

無
き
は
、
閨
門
敵
体
の
義
を
以
て
之
れ
を
恕ゆ

る

す
な
り
。
も
し
犯
さ
ば
、
不
応
の
笞
罪
（
笞
四
十
。
佐
立
注
。）
に
擬
し
て
可
な
り
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
夫
婦
は
「
敵
体
」（
対
等
）
の
関
係
に
あ
り
、
妻
が
夫
を
罵
っ
て
も
、
目
上
の
人
を
侮
辱
し
た
行
為
と
み
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
妻
が
夫
を
罵
る
行
為
に
つ
い
て
very
sternly
repressed
と
説
明
す
る
の
は
大
間
違
い
で
あ

る
。T

he
Code
says
以
下
の
引
用
文
は
、
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
に
頒
行
さ
れ
た
律
（
雍
正
律
）
の
刑
律
、
罵
詈
、
罵
人
条
に
附
さ
れ

た
総
註
の
文
で
あ
る
。「
此
れ
非
礼
を
禁
じ
て
以
て
争
闘
の
漸
を
杜ふ

さ

ぐ
な
り
。
凡
そ
人
を
罵
る
者
は
笞
一
十
。
互
い
に
相
い
罵
る
者
は

各
々
笞
一
十
。
蓋
し
人
を
罵
る
は
礼
に
非
ず
。
且
つ
闘
殴
を
馴
致
す
る
こ
と
を
恐
る
。
故
に
之
れ
を
禁
ず
る
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

雍
正
律
の
総
註
は
律
令
研
究
会
編
『
熊
本
藩
訓
訳
本
清
律
例
彙
纂
』
四
（
汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
七
年
）
を
見
た
。

(和
訳
）「
強
盗
と
窃
盗
と
は
厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
。
も
し
、
略
奪
さ
れ
、
ま
た
は
盗
ま
れ
た
個
人
が
、
さ
ら
に
傷
つ
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、
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主
犯
は
斬
首
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
も
し
、
強
盗
の
組
織
さ
れ
た
集
団
が
、
略
奪
品
を
確
保
す
る
試
み
の
中
で
、
家
を
燃
や
し
、
女
性
に
暴

力
を
ふ
る
っ
た
な
ら
ば
、
犯
罪
者
た
ち
は
、
有
罪
判
決
の
後
で
す
ぐ
に
斬
首
さ
れ
、
そ
し
て
、
彼
ら
の
首
は
、
打
ち
落
と
さ
れ
る
や
否
や
、

矛
の
先
に
据
え
ら
れ
、
公
開
の
見
世
物
と
し
て
曝
さ
れ
る
。」

乾
隆
律
の
刑
律
、
賊
盗
、
強
盗
条
に
「
強
盗
、
已
に
行
い
て
、
財
を
得
ざ
る
者
は
、
皆
、
杖
一
百
・
流
三
千
里
。
但お

よ

そ
財
を
得
る
者
は
、

首
従
を
分
か
た
ず
、
皆
、
斬
。（
中
略
）
も
し
窃
盗
、
時
に
臨
ん
で
、
拒
捕
し
、
及
び
人
を
殺
傷
す
る
者
有
ら
ば
、
皆
、
斬
。」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
Sw
indlehurst
の
説
明
は
不
正
確
で
あ
る
。
強
盗
条
に
附
さ
れ
た
条
例
に
「
強
盗
し
て
人
を
殺
し
、
火
を
放
ち
て
人
の
房

屋
を
焼
き
、
人
の
妻
女
を
姦
汚
す
る
（
中
略
）
は
、
曽
て
財
を
得
る
と
否
と
を
分
か
た
ず
、
倶
に
得
財
律
に
照
ら
し
て
、
斬
。
隨
即
に
奏

請
し
て
、
審
決
し
て
梟
示
す
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

｢支
那
刑
法
」
は
こ
の
段
を
「
強
盗
窃
盗
も
甚
だ
厳
に
取
扱
は
れ
、
共
に
殺
傷
と
等
く
、
首
謀
者
は
斬
首
せ
ら
る
、
若
し
強
盗
が
隊
を

成
し
賍
物
を
蓄
へ
ん
と
て
、
家
を
焼
き
婦
女
を
犯
せ
る
と
き
は
、
犯
人
は
発
見
せ
ら
る
る
や
否
や
斬
首
せ
ら
れ
、
梟
首
し
て
公
衆
に
示
さ

る
」
と
訳
し
て
い
る
。「
共
に
殺
傷
と
等
く
」
は
「
略
奪
さ
れ
盗
ま
れ
た
個
人
が
さ
ら
に
傷
つ
け
ら
れ
た
と
き
は
」（
原
文
。
If
the

individualplundered
or
stolen
from
is
likew
ise
w
ounded）
の
誤
訳
、「
発
見
せ
ら
る
る
や
否
や
」
は
「
有
罪
判
決
の
後
、
す
ぐ

に
」（
原
文
。
im
m
ediately
after
conviction）
の
誤
訳
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
清
律
の
印
象
を
悪
く
す
る
誤
訳
で
あ
る
。

(和
訳
）「
も
し
強
盗
や
窃
盗
の
従
犯
が
、
初
犯
で
あ
る
と
き
、
い
ず
れ
か
の
判
事
に
告
発
状
が
提
出
さ
れ
る
前
に
、
自
首
し
た
な
ら
ば
、

そ
の
者
は
ゆ
る
さ
れ
る
。」

乾
隆
律
の
名
例
律
、
犯
罪
自
首
条
に
「
罪
を
犯
し
て
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
は
其
の
罪
を
免
ず
。」、
そ
の
小
注
に
「
強
窃
盗
、
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自
首
し
て
罪
を
免
ず
る
後
、
再
び
犯
す
者
は
首
す
る
を
准ゆ

る

さ
ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
自
首
し
て
免
罪
さ
れ
る
の
は
、
従
犯
だ
け
に

は
限
ら
な
い
。

(和
訳
）「
窃
盗
の
罪
を
犯
し
た
者
に
判
決
を
下
す
際
、
判
事
は
常
に
、
盗
ま
れ
た
人
の
階
級
と
盗
品
の
総
額
と
を
考
慮
に
入
れ
る
。
通

常
の
場
合
、
罪
人
は
、
体
刑
を
受
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
他
人
に
対
す
る
警
告
と
し
て
、
そ
し
て
、
本
人
自
身
に
対
す
る
非
難
と
し
て
、

thief
を
意
味
す
る
「
窃
盗
」
と
い
う
文
字
と
と
も
に
、
左
腕
の
下
部
に
焼
き
印
が
押
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
場
合
に
は
、
彼
ら
は
永

久
に
追
放
さ
れ
る
。」

the
m
agistrate
alw
ays
takes
into
consideration
the
rank
ofthe
person
stolen
from
と
あ
る
が
、
旧
中
国
律
の
下
で
は
、

窃
盗
の
刑
の
軽
重
は
、
盗
品
の
種
類
と
金
額
と
を
基
準
に
し
て
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
被
害
者
の
階
級
を
基
準
に
し
て
決
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
。
branded（
焼
き
印
を
押
さ
れ
る
）
と
あ
る
が
、
窃
盗
犯
の
腕
に
施
さ
れ
る
の
は
入
れ
墨
で
あ
る
。
乾
隆
律
の
刑
律
、
賊

盗
、
窃
盗
条
に
「
初
犯
は
並
び
に
右
の
小
臂
膊
（
上
腕
部
の
後
ろ
側
）
の
上
に
於
い
て
窃
盗
の
二
字
を
刺
す
。
再
犯
は
左
の
小
臂
膊
に
刺

す
。
三
犯
の
者
は
絞
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
何
が
窃
盗
で
あ
り
何
が
強
盗
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
何
が
た
だ
の
未
遂
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
公
然
と
暴
力
を
用

い
て
取
る
の
が
強
盗
で
あ
り
、
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
こ
っ
そ
り
と
取
る
の
が
窃
盗
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
決
ま
り
で
あ
る
。
未
遂
は
、

次
の
よ
う
な
方
法
で
、
犯
罪
の
目
的
の
完
成
か
ら
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ひ
も
を
通
し
た
銅
銭
、
家
庭
用
品
、
そ
し
て
、
そ
の
種
の

簡
単
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
他
の
品
物
の
場
合
は
、
そ
の
占
有
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
品
物
が
、
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そ
れ
ら
が
見
つ
け
ら
れ
た
場
所
や
部
屋
か
ら
外
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
品
物
の
窃
盗

や
強
盗
は
、
た
だ
の
未
遂
に
終
わ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
真
珠
や
他
の
宝
石
、
そ
し
て
他
の
小
さ
い
高
価
な
品
物
の
場
合
は
、

そ
れ
ら
の
品
物
を
犯
人
が
手
に
持
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ら
れ
た
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
木
製
や
石
製
の
、
人
間
の
自

力
で
は
少
し
の
距
離
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
大
き
い
、
重
い
物
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
物
が
移
し
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

み
な
ら
ず
、
実
際
に
、
そ
の
移
動
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
荷
車
や
動
物
の
上
に
載
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
馬
、
ろ
ば
、
ら
ば
、
牛

に
つ
い
て
は
、
彼
ら
は
厩
舎
か
ら
連
れ
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
犯
人
が
自
分
を
彼
ら
の
主
人
に
す
る
た
め
に
尽
力
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
証
拠
が
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
も
し
一
頭
の
馬
が
盗
ま
れ
、
残
り
の
馬
が
つ
い
て
来
た

な
ら
ば
、
そ
の
窃
盗
犯
は
、
一
頭
の
馬
よ
り
多
く
の
馬
の
窃
盗
に
対
す
る
責
任
を
負
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
彼
が
一
頭
の
雌
馬

を
盗
み
、
子
馬
が
つ
い
て
来
る
な
ら
ば
、
彼
の
罪
は
雌
馬
と
子
馬
と
の
両
方
の
窃
盗
で
あ
る
、
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般

に
、
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
が
あ
り
、
そ
し
て
、
明
白
な
行
為
の
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
目
撃
者
が
い
る
け
れ
ど
も
、
品

物
の
実
際
の
占
有
の
証
拠
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
罪
は
た
だ
の
未
遂
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
実
際
の
占
有
が
証
明
さ
れ
る
と
き
は
、

窃
盗
や
強
盗
は
、
完
全
に
遂
行
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
処
罰
さ
れ
る
。」

こ
の
段
の
説
明
は
清
律
の
刑
律
、
賊
盗
、
公
取
窃
取
皆
為
盗
条
に
拠
っ
て
い
る
。
乾
隆
律
の
同
条
に
「
盗
は
、
公
取
・
窃
取
、
皆
、
盗

と
為
す
。（
小
注
。
公
取
と
は
、
盗
を
行
う
の
人
、
公
然
と
し
て
其
の
財
を
取
る
こ
と
、
強
盗
・
搶
奪
の
如
き
を
謂
う
。
窃
取
と
は
、
潜

行
し
て
面
を
隠
し
、
私
窃

ひ
そ
か

に
其
の
財
を
取
る
こ
と
、
窃
盗
・
掏
摸
の
如
き
を
謂
う
。
皆
、
名
づ
け
て
盗
と
為
す
。）
器
物
・
銭
帛
の
類
は
、

移
徙
し
て
已
に
盗
所
を
離
る
る
を
須ま

つ
。
珠
玉
・
宝
貨
の
類
は
、
手
に
入
れ
隠
蔵
す
る
に
拠
る
。
縦
い
未
だ
将も

ち
行
か
ざ
る
も
亦
た
是
れ

な
り
。
其
の
木
石
・
重
器
、
人
力
の
勝た

う
る
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
は
、
本
処
よ
り
移
す
と
雖
も
、
未
だ
駄
載
せ
ざ
る
間
は
、
猶
お
未
だ
盗
と
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成
ら
ず
。
馬
牛
駝
驘
の
類
は
、
闌
圏
よ
り
出
だ
す
を
須
つ
。
鷹
犬
の
類
は
、
専
制
、
己
に
在
る
を
須
ち
て
、
乃
ち
盗
と
為
す
と
成
る
。

（
小
注
。
も
し
馬
一
匹
を
盗
み
、
別
に
馬
の
随
う
有
ら
ば
、
併
せ
計
り
て
罪
と
為
す
合べ

か
ら
ず
。
も
し
其
の
母
を
盗
み
て
、
子
、
随
う
者

は
、
皆
、
併
せ
計
り
て
罪
と
為
す
。）
此
の
条
は
乃
ち
以
上
の
盗
賊
諸
条
の
通
例
な
り
。
未
だ
盗
と
成
ら
ず
し
て
、
顕
踪
・
証
見
有
る
者

は
、
已
に
行お

こ
なっ

て
、
未
だ
財
を
得
ざ
る
に
依
り
て
科
断
す
。
已
に
盗
と
成
る
者
は
、
律
に
依
り
、
財
を
得
る
を
以
て
科
断
す
。」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。

馬
牛
駝
騾
の
盗
み
に
つ
い
て
、
som
e
evidence
m
ust
be
adduced
of
exertion
on
the
part
of
the
offender
to
m
ake

him
selfm
aster
ofthem
.と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鷹
犬
の
盗
み
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。「
支
那
刑
法
」
が
attem
pt
を

「
豫
備
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
。

(和
訳
）「
皇
帝
の
健
康
と
快
適
さ
と
を
保
つ
た
め
に
、
大
変
な
注
意
が
払
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
も
し
、
ど
の
医
者
で
あ
れ
、
皇
帝
陛
下

の
使
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
薬
を
不
注
意
に
、
確
立
さ
れ
た
用
法
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
て
は
い
な
い
方
法
で
調
合
し
、
ま
た
は
、
正
し
い

説
明
と
指
示
と
を
薬
に
添
え
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
百
打
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

乾
隆
律
の
礼
律
、
儀
制
、
合
和
御
薬
条
に
「
御
薬
を
合
和
す
る
に
誤
っ
て
本
方
に
依
ら
ず
、
及
び
封
題
、
錯
誤
す
れ
ば
、
医
人
、
杖
一

百
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
皇
帝
の
食
事
を
作
る
料
理
人
も
ま
た
非
常
に
注
意
深
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
彼
が
不
注
意
に
、
禁
じ
ら

れ
た
食
材
を
皿
の
中
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
、
清
潔
で
は
な
い
、
そ
し
て
、
巧
み
に
選
ば
れ
て
い
な
い
食
材
を
使
う
な
ら
ば
、
あ

旧
中
国
律
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
か
ら
受
け
た
風
評
被
害
に
つ
い
て
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る
い
は
、
料
理
が
で
き
た
時
に
味
見
す
る
こ
と
を
怠
る
な
ら
ば
、
刑
罰
が
執
行
さ
れ
る
。」

前
段
に
引
い
た
合
和
御
薬
条
の
条
文
の
続
き
に
「
も
し
御
膳
を
造
り
、
誤
っ
て
食
禁
を
犯
さ
ば
、
厨
子
（
料
理
人
。
佐
立
注
。）、
杖
一

百
。
も
し
飲
食
の
物
、
潔
浄
な
ら
ざ
る
者
は
杖
八
十
。
揀
択
、
精
な
ら
ざ
る
者
は
杖
六
十
。
品
嘗
せ
ざ
る
者
は
笞
五
十
。」
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。

(和
訳
）「
シ
ナ
の
法
典
の
条
文
の
い
く
つ
か
に
は
大
き
な
長
所
が
あ
る
。
特
に
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
市
場
独
占
を
防
ぐ
条
文
は
次
の
よ

う
に
定
め
て
い
る
。
も
し
巧
み
な
投
機
家
が
、
市
場
で
不
当
な
影
響
力
を
使
っ
て
、
彼
に
過
大
な
利
益
を
許
す
こ
と
を
他
人
に
強
い
る
な

ら
ば
、
そ
し
て
、
不
正
な
計
略
に
よ
っ
て
、
彼
の
商
品
の
値
段
を
、
そ
の
本
当
の
価
値
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
上
げ
る
な
ら
ば
、
彼
は
厳

し
く
処
罰
さ
れ
る
。
と
。」

乾
隆
律
の
戸
律
、
市
廛
、
把
持
行
市
条
に
「
諸
物
を
買
売
す
る
に
、
両
つ
な
が
ら
和
同
せ
ず
し
て
、
把
持
し
て
（
自
分
の
思
い
通
り
に
。

佐
立
注
。）
市
を
行
い
、
専
ら
其
の
利
を
取
り
、
及
び
販
鬻
の
徒
、
牙
行
（
仲
買
人
。
佐
立
注
。）
に
通
同
し
て
、
共
に
姦
計
を
為
し
、
物

を
売
る
に
は
賤
を
以
て
貴
と
為
し
、
物
を
買
う
に
は
貴
を
以
て
賤
と
為
す
者
は
杖
八
十
。（
中
略
）
も
し
已
に
利
物
を
得
れ
ば
、
贓
を
計

り
、
重
き
者
は
、
窃
盗
に
准
じ
て
論
じ
、
刺
を
免
ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(和
訳
）「
法
典
に
は
、
老
人
、
弱
者
、
貧
困
者
の
保
護
に
関
す
る
人
道
的
な
一
節
も
置
か
れ
て
い
る
。
ど
の
判
事
も
、
も
し
、
そ
の
よ

う
な
人
々
に
親
族
が
い
な
い
と
き
は
、
彼
の
管
区
内
の
す
べ
て
の
そ
の
よ
う
な
人
々
を
養
い
保
護
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
し
て
、
万
一
、

彼
が
こ
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
怠
る
な
ら
ば
、
彼
は
刑
罰
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
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乾
隆
律
の
戸
律
、
戸
役
、
収
養
孤
老
条
に
「
鰥
寡
孤
独
、
及
び
篤
廃
の
人
、
貧
窮
に
し
て
親
属
の
依
倚
す
る
無
く
、
自
存
す
る
能
わ
ざ

る
に
、
所
在
の
官
司
、
応
に
収
養
す
べ
く
し
て
収
養
せ
ざ
る
者
は
杖
六
十
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

四

『法
学
協
会
雑
誌
』
の
大
誤
訳

Sw
indlehurst
は
T
he
Crim
inal
Code
of
China
を
次
の
よ
う
に
締
め
括
っ
て
い
る
。

(和
訳
）「
法
典
は
他
に
も
多
く
の
好
奇
心
を
そ
そ
る
（
原
文
。
curious）
規
定
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
以
下
の
事
柄
を
示
す
た

め
に
は
十
分
な
数
の
規
定
を
既
に
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
大
部
分
は
、
シ
ナ
の
刑
法
は
、
上
流
階
級
に
有
利
で
あ
り
、
一
般
人
民
に
関

す
る
規
定
は
野
蛮
な
ほ
ど
厳
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
方
で
、
西
洋
の
啓
蒙
さ
れ
、
進
歩
し
た
諸
国
民
が
注
目
し
、
模
倣
す
る
の
に
値
し

な
い
こ
と
は
な
い
（
原
文
。
not
unw
orthy）、
い
く
つ
か
の
節
が
存
在
す
る
。」

the
crim
inallaw
of
China
favors
the
classes,と
述
べ
る
け
れ
ど
も
、
旧
中
国
律
の
下
で
は
、
上
流
階
級
の
特
権
に
よ
っ
て
一

般
人
民
が
裁
判
で
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
は
な
い
。
ま

た
、
シ
ナ
の
刑
法
は
barbarously
severe
w
here
the
com
m
on
people
are
concerned
と
述
べ
て
い
る
が
、
拷
問
が
「
自
由
に
」

行
わ
れ
る
、
と
い
う
認
識
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
前
節
に
書
い
た
。
紹
介
さ
れ
て
い
る
謀
反
大
逆
罪
に
対
す
る
厳
し
い
刑
罰
は
、
特
権
階

級
と
一
般
人
民
と
の
区
別
な
く
科
さ
れ
る
。
親
殺
し
の
罪
、
採
生
折
割
人
罪
、
造
畜
蠱
毒
罪
に
対
す
る
厳
し
い
刑
罰
も
そ
う
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
罪
は
「
十
悪
」
に
含
ま
れ
、「
十
悪
」
の
罪
に
は
「
八
議
」
の
特
権
が
及
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
罪
に
対
す
る
刑
罰
以

旧
中
国
律
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
か
ら
受
け
た
風
評
被
害
に
つ
い
て
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外
に
は
barbarously
severe
な
刑
罰
は
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
で
、
シ
ナ
の
刑
法
の
一
般
人
民
に
関
す
る
規
定
が
野
蛮
な

ほ
ど
厳
し
い
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

誤
解
に
基
づ
い
て
清
律
を
こ
の
よ
う
に
低
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
Sw
indlehurst
は
最
後
に
there
are
som
e
sections
not

unw
orthy
the
attention
and
im
itation
ofthe
enlightened
and
progressive
nations
ofthe
W
est.と
述
べ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
「
支
那
刑
法
」
は
こ
の
文
を
「
固
よ
り
泰
西
文
明
諸
国
立
法
の
参
考
と
し
て
一
顧
を
だ
に
値
す
る
に
足
る
も
の
な
き
な
り
」
と
訳
し

て
い
る
。
not
unw
orthy（
値
し
な
い
こ
と
は
な
い
）
を
、
not
を
見
落
と
し
た
の
か
un
を
見
落
と
し
た
の
か
知
ら
な
い
が
、「
値
す

る
に
足
る
も
の
な
き
な
り
」
と
、
正
反
対
に
誤
訳
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
誤
訳
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
の
読
者
の
『
大
清
律
例
』
に
対
す
る
評
価
に
与
え
た
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
東
京
大
学
の
法
学
部
の
教
授
と
学
生
と
が
設
立
し
た
法
学
協
会
が
発
行
す
る
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
西
洋
人
の
文
章

の
翻
訳
に
「
支
那
法
典
は
主
と
し
て
貴
族
を
保
護
し
、
平
民
に
関
し
て
は
野
蛮
的
に
残
虐
な
る
も
の
、
固
よ
り
泰
西
文
明
諸
国
立
法
の
参

考
と
し
て
一
顧
を
だ
に
値
す
る
に
足
る
も
の
な
き
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
読
め
ば
、
東
京
大
学
を
我
が
国
の
大
学
の
頂
点
と
仰

ぎ
見
、
西
洋
文
化
を
崇
拝
し
て
、
西
洋
人
の
言
う
こ
と
な
ら
何
で
も
正
し
い
と
考
え
る
、
我
が
国
の
当
時
の
（
今
で
も
そ
う
で
あ
る
が
）

読
書
人
の
多
く
は
、
清
国
の
現
行
刑
法
典
は
本
当
に
野
蛮
で
残
虐
で
無
価
値
で
あ
る
、
と
思
い
込
ん
だ
に
違
い
な
い
。

｢西
人
の
目
に
映
ぜ
る
支
那
刑
法
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
十
六
巻
第
二
号
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九

八
）
二
月
（
二
月
は
奥
付
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
刊
行
順
か
ら
判
断
し
た
。）
は
日
清
戦
争
で
の
我
が
国
の
勝
利
か
ら
、
わ
ず

か
三
年
足
ら
ず
後
で
あ
る
。
軍
事
力
の
優
劣
と
刑
法
典
の
優
劣
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、「
支
那
刑
法
」
を
読
ん
だ
人
は
、

清
国
の
刑
法
典
に
価
値
が
無
い
こ
と
を
ま
す
ま
す
信
じ
た
で
あ
ろ
う
。
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江
戸
時
代
の
我
が
国
の
有
識
者
は
、
旧
中
国
律
を
高
く
評
価
し
て
、
熱
心
に
明
律
や
清
律
を
研
究
し
た
。
明
治
初
期
の
我
が
国
の
刑
法

典
で
あ
る
『
新
律
綱
領
』
は
そ
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
旧
中
国
律
に
つ
い
て
の
知
識
は
旧
刑
法
の
編
纂
に
も
活
か
さ
れ
た
。
現
行
刑
法

に
も
旧
中
国
律
に
由
来
す
る
条
文
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
我
が
国
の
有
識
者
は
、
い
つ
頃
か
ら
か
、
知
り
も
し
な
い
の
に

旧
中
国
律
の
悪
口
を
言
う
人
が
増
え
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、「
西
人
の
目
に
映
ぜ
る
支
那
刑
法
」
で
法
学
協
会
の
匿
名
の
翻
訳

者
が
し
で
か
し
た
、
こ
の
大
誤
訳
を
挙
げ
た
い
。

旧
中
国
律
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
か
ら
受
け
た
風
評
被
害
に
つ
い
て

二
一
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